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要旨 ；海洋生物の 観測は 20世紀初頭か ら行われ て お り、こ れまで に蓄積された世界の 博物館標本情報や 、海洋生態

系構成要素の観測情報を全球規模で集約する こ とに より、 過去100年以上 に わた る期間の 海洋生物の 動態をモ ニ タ
ー

する とともに新た に発見され た 生物種とそ の 分布に閧する情報を把握する こ とがで きる 。 さらに将来の 生態系の 変

動予測 にこ れらの 観測情報を活用する こ とが期待される 。 こうした生態系情報の 有効活用 を目指 して 、現在 200あま

りの 海洋生物デ
ー

タベ ー
ス 保持機関の 国際共同研究に よ り、デ

ー
タベ ー

ス ポ
ー

タル OBISが稼動 して い る 。 本論文で

は、こ の デ
ー

タ ベ ー
ス ポ

ー
タ ル の 日本側 ミ ラ

ー
サイ トの 現況 を紹介す る とともに、海洋生物 の 外来種侵入問題を事

例と して情報活用の あり方に つ い て検討を行 っ た。

　　キ
ー

ワ
ー

ド ：生物多様性、海洋生物情報、デ
ー

タベ ー
ス 、外来種

Abstract：The　Ocean　Biogeographic　Infbnnation　System（OBIS ）has　developed　an 　international　portal　site　that　allows 　users 　to

access 　and 　use 　ma 血 e　species 　occurrence 　inforrnation　enline ，　through　a　web 　browser．　A　mirror 　site　in　Japan　for　the　interriational

OBIS　portal　is　available　at　the　National　lnstitUte　for　Environmental　Studies．　The　minor 　site　includes　over 　l　l，000，000　records

and 　70，000　species 　fbm 　l63　distributed　databases（as　 of 　December 　2006）．　The　coverage 　of 　reco エds　along 　the　coast 　of　Japan

is　limited　to　invasive　marine 　species
，
　although 　large　numbers 　of　species　occurrence 　records　from　alound 　Japan　havo　alroady

bcen　registered 　in　OBIS，　in　other　parts　of　the　world 、　The　geo−referenced　species 　occurrence 　and 　time　line　inforrnation　in　the

OBIS　database　is　considered　to　be　a　complementary 　tool，　to　be　used 　with 　the　Global　Invasive　Species　Database（GISD）beta

version ，　for　analyzing 丗 e　hist。rical　invasion　and 　habitat　extension 　of 　known 　alien 　species ．　The 　occ   ence 　info  ation 　for　29

marine 　species 　that　have　been　identified　as　invasive　alien 　species 　in止e　GISD 　can 　be　retrieved 肋 ln　OBIS ，　The　mapping 　of

these　recoエds　along　a　time　line　revealed　the　history　of　invasion　of 　CaTcinus　maenus ，　fねm 　the　Atlantic　to　the　southern 　Pacific

OGe飢 1．　However，　the　occurrence 　of 　Carcinus　maenus 　and 　other 　known 　alien 　 species ，　such　as　Ciona　intestinagis　and 　Molgula

manhattensis ，　around 　Japan　cannot　be　confirmed 　with　OBIS　data，　al山ough 　these　species　have　reportedly　invaded　TQkyo　Bay　and

Osaka　Bay．　T。　close 　the　information　gap，　it　is　necessary 　to　obtain 　in飴  ation 丘om 　m 訂 ine　ecosystem 　monitoring 　projects丘。m

around 　Japan；this　will　help　to　increase　public　awareness 　of　marine 　invasive　species　around 　Japan　and 　faciliate　fUrther　ana且ysis
of 　the　interaction　between　environmental 　change 　and 　species 　distribution．

　　Key　Words ：Biodiversity
，
　M 蜘 e　biodiversity　inforrnati　on

，
　Database

，
　Invasive　alien 　species
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は じめ に

Ocean　Biogeographic　lnformation　System（OBIS ）は 、 セ

ン サ ス オ ブマ リ ン ラ イ フ （CoML ）とい う海洋生物調査

プ ロ ジ ェ ク トの情報を世界に広 く公開 し 、 利用可能と

する こ とを 目的と したプ ロ ジ ェ ク トであ り、現在、世

界 の 73力 国、1000名以 上 の 研究者が参画 して い る （O
’

Dor　and 　Gallardo　2005 ；Yarincik　and 　O ’Dor 　2005）。 OBIS は、

CoML を通 じて海洋生物多様性の 観測情報を収集する と

と もに、海洋生物種の 実用的 な分類体系につ い て解説 し

て い る 。 さらに、それ らの 生物種の 分布に 関する情報を

全球 レベ ル で網羅するために、CoML お よび それ以外の

関連分野 の 研究ネ ッ トワ
ーク を通 じて 収集された 20世

紀初 頭から現在まで の 海洋生物観測情報を、ポ
ー

タル

サ イ トか ら検索 ・再利用可能として い る （Costello　and

Berghe　2006）。 また、情報の 蓄積により、将来は海洋生

物種 の 多様性 に つ い て も評価可能 とす る 計画 で あ る 。 こ

れ まで に、1，100万件、7万種にの ぼる海洋生物 の 観測

情報が観測海域 の 緯度 ・経度、生物 の 学名、また は英

語 の 慣用名を用 い て 、Web検索 で きるよ うにな っ て い る

（http：〃www ．iobis，org12006 年 12月 15日確認）。

目　的

　地球規模 で の 気候変動に加え、水産資源 の乱獲や海洋

汚染な どの 人為的環境撹乱が海洋生態系に 重大な影響

を及ぼ し、世界的な問題 となっ て い る。海洋環境の 調

査 は 、 衛星観測や その他の リモ ートセ ン シ ン グ技術に

よ り地球規模に 拡大し、国際海洋情報交換プ ロ グ ラ ム

（International　Oceanographic　Inf〜）rmation 　and 　data　exchange

programme ，
10DE ）に よ り調査 データの 地球規模で の 統

合とそ の データへ の 自由な ア ク セ ス が 可能とな っ て い る

（http；／fwww ．nodc ．noaa ．gov〆、2007年3月 20 日確認）。

一方、

生態系情報へ の ア ク セ ス は物理化学情報に くらべ る と未

だに容易 で ない ため （Costell。　and 　Berghe　2006）、生態学

ニ ッ チ モ デ ル を用 い たGARP な ど の ツ
ー

ル （Weiley　et　al．

2003）がオ
ー

プン ソ
ー

ス として 海洋生物 の生息予測に利

用 で きる ように なっ て い る に もかか わ らず、こ の よ うな

モ デ ル ツ
ー

ル を用 い た研究 の成果は多くない 。

　本論文で は、OBISポータル か ら
一
括検索で 取得可能

な情報 の活用促進 と、今後、我が国 に おける海洋生物 の

生態系情報を整備する こ とを目的と して、OBISの現況

につ い て報告する。さらに、海洋生物保全 の課題を検討

する 際 に、OBISデ ータが 十分な網羅性 ・正確性をもっ

に 聴
潺

　 　 　 　 　 　 　 　 ACON 　 KGS 　　　　　　　 OB ［S 参加デ
ー
タベ

ー
ス

誓 轟
瓢 鶴

瓸 鬱
フ

図 1．OBIS の構成 とデ
ー

タ フ ロ ー。

て い るかどうかを明らか とするた め、沿岸域の侵略的外

来種 に 着目し、OBIS に おけ る登録状況 を調査 した 。

方 法

　国際OBISの ポ
ー

タル サイ トでは、生態学情報統合手

法 の
一

つ で ある DiGIR（Michener　et　al．2005）の プ ロ トコ

ル に よっ て、イ ン タ
ー

ネ ッ トに接続 したデ
ー

タ交換可能

なデ ータ ベ ース サーバ 群 の メ タデ
ー

タを収集し、国際

OBISポ
ー

タル サ
ーバ の デ

ー
タベ ー

ス に登録 して その検

索を可能に して い る。図 1に示した よ うに、国際OBIS

デ
ー

タベ
ー

ス お よびWeb イ ン タ
ー

フ ェ
ー

ス の プロ グラ ム

ー
式を国立環境研究所の サーバ 上 に複製 し、ミ ラーサ

イ トを構築した。デ
ー

タ コ ン テ ン ッ お よびプロ グ ラ ム

ー式は 国際OBIS ポータル サ イ トの 2006年 12月バ ージ ョ

ン を使用 した。実装環境は ヒ ュ
ー

レ ッ トパ ッ カ
ー

ド社製

ProLiant　DL320 　G5 （Dual　Core　Xeon 　30602 ．4GHz）上 に

OS はCentOS 　v．4，4、　Web 環境はApache　2．0系 ，
　Tomcat5．5系、

Java15 系に よ っ て構築 し、デ ータ ベ ース管理 シ ス テ ム

はPostgresQL　8．2系を使用 した 。 上 記 のPostgresQL 上 に

キ ャ ッ シ ュ テ
ーブ ル を設けて 、OBIS 統合データ の 集計、

お よび外来種に関する情報を選択的 し解析をお こ な っ

た 。

　国立環境研究所 に設置 したOBIS の ミラ
ー

サイ トは、

日本に おける海洋生物多様性に 関する教育 ・調査 ・研究

へ の利便性 をはかるため、日本語 の メ ニ ュ
ーと解説 を追

加した。したが っ て、国際OBISポー
タル サイ ト（英語版）

と完全同期は行わず、OBIS 日本 ノ
ー

ドプ ロ トタイプ の

役割を果たすよう構築した。
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OBIS の 現況 と海洋外来種

表 1．OBIS に登録 されてい る海 洋生物 レ コ ード件数 （上位 10グループ）。

海 洋生物 Marine　erganisms 登録 レ コ ード数 登録種 数

脊椎動物 Vertebrates

無脊椎動物 Invertebrates

魚類 Fishes

条鰭 類 Ray−finned　fishes
節足 動物Arthropods

甲殻類 Cmstaceans

橈脚類 Copepodes

微細藻類 Microalgae （pigmented　protists）

鳥類 Birds

3，844，2003

，092，5602

，698，9162

，404，4781

，665，410
工，661，392
工，225，3181

，
122，928788

，
759

24，80686

，23323

，
62522

，03729

，39228

，1054

，69722

，409
　 855

レ コ ード単 位 は個体 の 観測 された件 数 または標本件数。

　 海洋 に お け る 侵 略的外来 種 の 特定 に は、Globa亘

Invasive　Species　programmeの 公開デ
ー

タベ ース 、　Thc

Global　lnvasive　Species　Database（GISD ）を用 い 生息域が

海洋お よび沿岸で ある種を選択 した 。 日本におけ る侵略

的外来種につ い て は、日本生態学会編集の 外来種ハ ン ド

ブ ッ ク （村上
・鷲谷 2002）に 掲載され て い る種を選択

した 。

　デ
ー

タの 地図上へ の マ ッ ピン グはWeb ブ ラ ウ ザを介し

てACON 　mapper 　ver ．le．6．01を用 い て 行 っ た （http：11www．

mar ．dfo−mpo ．gc．ca！science！acen ／download．html、2007年 3月

20 日確認）。

結　果

　 日本版 OBIS ミ ラ
ー

の デ
ー

タ ベ ー
ス をWeb ブ ラ ウ ザで

検索する こ とに よ り11，020，293件の データ、75，000種の

観測情報が 163の 参加 データ ベ ース か ら取得可 能 となっ

た 。 キ ャ ッ シ ュ テ
ーブル を用い て利用可能な データ項

目、 属性等を解析 した とこ ろ 、 2006年 12月現在の総登

録 レ コ ードの 内容に は 、 観測され た生物種名と観測点の

緯度 ・経度、 標本の 保管先、 デ
ータ更新日な どが 必須項

目として含まれ て お り、 観測年の 明らかな レ コ ードが全

体 の 92％ に 上 る こ とが わか っ た 。

　観測 さ れ た海洋生物につ い て 、登録件数の 多い 種につ

い て表1に示 した 。 登録件数を比較する と、 脊索動物門

が もっ と も多く、そ の 中で も、硬骨魚類の うち 総鰭類、

特に魚類の件数が多く、つ づ い て条鰭類が多数を占め て

い た 。 脊索動物門以外の 動物で は節足動物、甲殻類 、 橈

脚類 な どの 登録件数が多か っ た （表D 。 表1に示 した該

当 レ コ ー
ドに は、沿岸に生息する こ れらの 大型動物群だ

けで なく、その 幼生で ある海洋性動物プラ ン ク トン も含む，

　OBIS に登録された デ
ータ は、博物館標本に基づ く生

物種 の 採集情報 だ けで な く、海洋調査船 な ど を用 い た

生物調査の 結果が含まれて い る 。 こ れらは必ずしも全 て

が標本に担保されてい る と は限らない が、海洋調査船等

に よ る生 物調査情報の 登録件数 は 9，316β64件に の ぼ り、

全体の 約85％を占め て い る 。 生物種毎に登録件数 の 累

計を並べ 替えると、プラ ン ク トン の種レベ ル で の観測が

非常に多く、観測年も20世紀初頭から2003年 まで お よ

び、これらの種 の動態を時系列で読み取れる　（図2）。

　 なお、キ ャ ッ シ ュ テーブ ル を用 い た全登録 デ ータ の

解析 は、現在 の と こ ろ、当該 ミ ラーサーバ の 管理運営

を行う傍ら、著者らの機関にお い て実施可能で ある が 、

一
般利用者はWeb を介 した利用者イ ン ター

フ ェ
ー

ス に よ

り、学名 ・慣用名また は 、 緯度 ・経度を用い た検索を行

い 、検索結果 をダウ ン ロ ードして 用 い る こ とが出来る。

ACON の利用者イ ン ターフ ェ
ース を用い る と検索結果を

ワ
ー

ク シ
ー

ト形式で ダ ウ ン ロ
ー

ドする こ とが 出来 る 。

一

般利用者も検索条件に合致するすべ て の レ コ ー
ドにつ

い て、無償で複製 し、活用する こ とが で きる 。 た だ し、

OBISで は、複製 した デ
ータ を再利用する際に、　OBISお

よ び各レ コ ー
ドの 提供機関

・
デ
ー

タベ ー
ス 名を成果物に

明示 し、報告書や論文発表に使用 した 場合は 別刷 りを

OBIS に提出する よ う勧告して い る 。 こ れは、複製 され

た電子情報が一次研究デ
ータ の 提供者に帰属する こ とを

明確に し、 さらに 、 観測 と デ
ー

タベ ー
ス 化にともなう知

的作業に対 し て 研究ク レ ジ ッ トを 保持す る と い うOBIS

の 参加機関
一
利用者間における任意の 規程 で ある （httP：〃

www ．iobis．org 〆data／policy！citation 、2007年 3月20 日確認）。

また、発表成果 をOBIS に提出する こ と により、OBIS側

で デ
ー

タの 研究活動へ の 利用状況 を把握 し、デ
ー

タ利用

者へ の サ
ービス の 維持と向上 に役立 て る こ とがで きる。

　次に、OBISに蓄積 された侵略的外来種 の レ コ
ー

ドに

つ い て 検討 した 。 国際 自然保護連合 ・種の 保存委員会

（IUCN　SSC）が策定した侵略的外来種 に よる 生物多様性

喪失防止 の た め の ガ イ ドラ イン の なかで、侵略的外来種
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図 2a ，　OBIS に登 録 され たプ ラ ン ク トン の 観 測件 数 （上 位 10 種）。　 b，観測 時系列 （観

　 測は必ず しも毎年実施 されて い る とは限 らな い ）。

の 現状、分布、お よ び生態な どに 関する地球規模の デー

タ ベ ース 開発 とそれに対す る 国際協力の 必要性を訴え

て い る が、OBIS に登録 され た デ ータ が 実際 に こ の ガ イ

ドライ ン に沿っ た 活用 に適して い る か ど うかを検討 し

た。IUCN 　SSC に よ り管 理 され て い る、侵略的外来種に

関する デ ータ ベ ー
ス 、GISD （http：〃www ．issg．org ！database！

welcome 〆、2007年 3月 2  日確認）を用い て 海洋を生息域

とする種を検索 した と こ ろ 47種が該当した 。 こ の うち、

OBIS に観測デ
ー

タが登録され て い る種は 29種で あ っ た

（表2）、、また、日本生態学会編 ・外来種ハ ン ドブ ッ ク に

掲載された外来種の うち、日本近海に生息が確認され て

い る と さ れ る海洋性 の 生物22種に つ い て OBIS の 登録件

数を検索した結果 は、L8種の 登録が認め られた （表2）。

次に、これ らの 外来種につ い て 日本 の 経済水域 の 観測情

報登録状況 の 確認を行 っ た 。 侵略的外来種 と して特定

した生物種 の うち、OBISへ の 登録件数が最 も多い Ciona

intestinalis、カ タユ ウ レ イボ ヤ （2，235件）は、大阪湾に

侵入
・繁殖 して い る と されて い る （鍋島 2002）、 しか し

なが ら、OBIS にデ
ー

タ提供を行っ て い る ど の デ
ータベ ー

ス に も日本沿岸におけ るカ タ ユ ウ レイ ボ ヤ の 観測情報

の 登録は な く、日本 の 経済水域 に お け る 同種 の 観測情

報と し て OBIS から検索し うる レ コ ー
ドは 0件で あっ た

（表3）。

　また、993件の 登録があるMotgula　m α nhattensis 、マ ン

ハ ッ タン ボ ヤ も、東京湾 （風呂田 2002）と大阪湾 （鍋

島 2002）に生息する とされ る が、該当する レ コ ードは

OBISに存在しなか っ た （表3）。

　 日本 の 外来生物法で は デ ータ量 の 不足か ら特定外来

生物に指定 されず、要 注意外来生物 の 範疇 と され た

Carcinus　maenas 、ヨ
ーロ ッ パ ミ ド リガ ニ に つ い て OBIS

を検索する と、7，706件の 観測デ
ー

タが得 られ た 。 こ の

うち、北 海沿岸 の レ コ ード数は 7，612件 に の ぼ る （図

3a）。 さ ら に、ヨ
ーロ ッ パ ミ ドリガ ニ の 観測さ れ た 海域

は 北海沿岸だけで は な く、北米沿岸域やオ
ー

ス トラリ

ア 近海へ の 分布拡大の 様子 が 多数確認 で きた （図 3a）。

1901年か ら2003年まで の 時系列 に沿 っ て観測地点を表

示する とヨ
ーロ ッ パ か ら北大西洋沿岸、太平洋地域など

に 生息地が拡大 して い る様子が見受けられ る　（図 3b−e）。

しか しな が ら、西太平 洋地 域 の 場合、OBIS 検索結果 か

らは 島嶼域 に 1件の 観測情報が得 られるにと ど ま っ た

（図 3e）。

　一方、北海へ の 脅威的な侵入が沿岸の ホ タ テ漁業に

深刻な影響を与えて い るC理 切ぬ 1α プb吻 翩 α，ネコ ゼ フ ネ

ガ イ、別名ア メ リカ ン リ ン ペ ッ ト （Thieltges　et　al．2006 ；

Grall　and 　Hall．Spenoer　2003）につ い て は、本来 の 生息地

で ある 北米に おけ る太平洋岸の デ
ータ （45件）よ りも

侵入 した 海域 で ある 北海の 観測件数が 1，725件と圧倒的

に多 く、全 体 の 90％ 以 上 を占め て い た （図4）。

　本研究で は、OBIS の提供して い る デ
ータ 可視化 ッ

ー

ルACON 　mapper （http：〃www ．皿 ar．dfo−mpo ．gc，ca ！science ！

acon ！、2007年3月20 日確認）を、図3 ・4 の表示に用い

た 。 この ッ
ー

ル は Web ブ ラウザを介 した検索結果を動的

に地図上 に表示する ほ か 、設定条件を変更する こ とに よ

り観測年次別に分布海域の 消長を比較 した り、 表示海域
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表 2，Global　lnvasive　Species　Databaseか ら抽出した海 洋におけ る外 来種のOBIS に おけ る登録状 況。

学名 和名 （また は慣用名）
OBISに登録 された　 左の うち 日本 の経 済水域

観測情報 の 件 数　　　　内観測情報件 数
備考

浸cα絣加 ∫’erpla 顧

Acan伽 gobittsflaソ伽 α〃us

AsteFias　amurensis

CaFcinus　inaenas

Cari’oa 　riisei

Caulerpa燃 ifo’ガα
Corbula　amurens 言s

C 川 ∬ ostrea 　gigas

Crepidぬ ノ
’
ernicata

D 漉 脚 御脚 脚 ．
Graciiaria　salico ”n ’α

Gynenodinium　cα 醜 attlm

伽 nea 　musciform ゴs

Kapρaρhycus　SPP ，
Littorina　littorea

ルtorone　ameFicana

Musculista　sen 加 usia

M），tilopsis　leucophaeαta

Mytilopsi∬ al ’θ♂

1眇tilus　gallOl脚 励 cialis

Neogobius　melanOsiomus

Pernaperna

Perna ソか言dis

Rapana　venosa
Sabella　spa9〜anzanii

Salmo　salar

Sargassum　mu 伽 澀

5  ’aclava

Undariap伽 α峨ぬ

オニ ヒ トデ

マ ハ ゼ

マ ヒ トデ

ョ
ー

ロ ッ ノt ミ ドリガ ニ

カ リ ヨ ア ＊

イチ イズタ

ク チ ベ ニ ガイの
一
種 ＊

マ ガキ

ネ コ ゼ フ ネガイ

チ ヤ ツ ボヤの 種＊

トキ ダフ シ ク レノ リ

ギム ノ ジニ ウム の
一種 ＊

カ ギ イバ ラ ノ リ

オオ キ リ ンザ イの種
＊

ヨ ーロ ッパ タマ キビ

ホ ワ イ トパ ー
チ

ホ トトギス ガ イ

ア メ リカ イ ガイダマ シ

イガ イダマ シ

チ レ ニ アイガイ

ラウ ン ドゴ ビー＊

ミ ドリイ ガ イ

ム ラサ キイガ イ

ァ カニ シ

ケヤ リム シ の 一種＊

タイセ イ ヨ ウサケ

タマ ハ ハ キモ ク

エ ボ ヤ

ワ カメ

04217

王

3077

∠
070

∩
フ

つ丿
88

ー

工

3271

　

　

　

17
〜

　

　

　

　

1

2rO40

1
〜

38143

　

38

7

つ
」

0

3

　

11

328127

　 83

　 2

　 7

　 76389301593

　 5

000000000101000

　

0

　

00

　

0

00002GOOOO

日本で は要注意外来生物指

定

件数は species ご とに異なる

麻痺性 貝毒 の 原 因 とな る渦

鞭毛藻類

件数は specieS ご とに異なる

日本 で は未判定外 来生物指

定

日本で は 要注意外来生物指

定

日本で は要注意外来生物指

定

日本で は 要注意外来生物指

定

＊
：特定 の 分類学 的種 を指 し示す和 名で はない

を変更する こ とが で きる 。 また 、 利用した デ
ータ の提供

デ ータ ベ ース を 自動的 に表示す る こ とに よ っ て、
一

次情

報の 提供者へ の ク レ ジ ッ トを明示する仕組み を提供し て

い る 。 ACON と同様にOBIS ポ ータ ル か ら利用可能なKGS

mapper （Guinotte　et　al．2006）は、生息海域を表示する機

能だ けで な く、 生息域 の 海洋環境隋報を指定す る こ と に

よ り、検索した生物種 の 生息可能域と環境情報を地図上

に 同時表示する機能を併せ持っ て い る 。

考 察

OBISポータ ル に よ りア ク セ ス 可能とな っ た総レ コ ー

ド件数 1，100万件 の 85％ が 時空間情報 を 備えて い た 。 こ

の こ とは 、 生物多様性に関する情報資源 と して 画期的

な もの で あ る 。 生 物多様性情 報 の 統合検 索が可能 な

ポ ータル の 最大規模の もの として は、Global　Biodiversity

Information　System（GBIF　http：〃ww ．gbif．net ）が稼動して

お り1億2 千万件の 標本
・観測情報が利用可能となっ て

い るが、こ れ らの 情報 に は必ず しも観測 の 時空間情報

が付随して い る わ けで はない 。 OBISポ
ー

タル に集約 し

た デ
ー

タは、こ の GBIFポ
ー

タル からもア クセ ス 可能と

な る よ う設定され て い るが、時空間情報 を保持 した観

測情報を提供するとい う観点か らは、OBISがGBIFポー

タ ル に参画 して い るデ
ー

タベ ー
ス 提供機関の なかで も、

北米地域 の 野鳥観測情報ネ ッ トワ
ー

クAvian　Knowledge

Network （http；〃www ．avianknowledge ．net1 、2007年3月20
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表 3．日本沿 岸で 観測 され た 外来種に 関す る OBIS へ の 登録状 況。

学名 和名
OBISに登録 された

観測情報の件数

左の うち 日本 の

　経済水域内

観霊則
」1青報f牛数

侵入域 備考

Balanus　glandu’a

BaJanus　improvisers

Ca〃inec　tes　sa ρ　idUs

Carcinus　aestuarii

Charybdis　lucife厂a

Ciona　intestinalis
Crepidula　onアx

F ’copomaius 　enigmat ’eus

耳Ydroides　elegans

Lateolabrox　sp．
（Lateoiabrα x　laims丿

MeretFixpete‘hialis

Melgttla　manh α ttensis

Mytilopsis　leuc〔）phaeta
Myti〜opsi∬ αllei

Mytilus　gal’oprovincialis

ア メ リカ フ ジツ ボ

ヨ ーロ ッ パ フ ジ ツ ボ

ブル
ー

クラブ

チ チ ュ ウカ イ ミ ドリガ ニ

モ ン ッ キ イ シ ガ ニ

カタユ ウレ イボヤ

シマ メ ノ ウフ ネガ イ

カ ニ ヤ ドリカ ン ザ シ

カサ ネカ ンザ シ

タイ リクス ズ キ

シ ナ ハ マ グ リ

マ ン ハ ッ タン ボヤ

アメ リカ イ ガ イ ダマ シ

イガ イ ダマ シ

ム ラ サキイ ガイ

Oreochromis　mossambic ” s カワ ス ズ メ

PeF刀 a レiridis

Poゆ助伽 tmus　vigil
ミ　ドリ イガ イ

メ ナガ ガ ザ ミ

Po！yandrocarpa　zorritensis ク ロ マ メ イ タ ボ ヤ

2y尸o 脚 ガα 魏わereu 傭 α

36γ伽 88 尸rata

− enostro わus 　securis

イッ カ ク クモ ガニ

ア ミメ ノ コ ギ リガザ ミ

コ ウ ロ エ ン カワ ヒ バ リガイ

131224

　 82
　 5

　 22235

　 ］6

　 51

　 262DD3D180238870

　

9
　

　

2
　

　

　

　

0／
51

　

9
　

　

3
　

　

　

　

　

　

2

00000020000000DOOOOOOO東京湾 に侵 入

大阪湾 に侵 入

大阪湾に侵入

大阪湾束京湾に侵入

大阪湾に侵 入

大阪湾に侵入

大 阪湾 に侵 入

大阪湾に侵入

東京湾大阪湾に侵 入

大 阪湾 に侵 入

大阪湾に侵入

大阪湾東京湾に侵入

沖縄 に侵 入

東京 湾大阪湾 に侵 入

大阪湾に侵 入

大阪湾に侵入

大阪湾に侵入

東京 湾に侵 入

要注意外来生物

要注意外来生物

要注意外来生物

要注 意外 来生物

要注意外来生物

要注 意外来生物

要注 意外 来生物

要注意外来生物

要 注意外来生物

＊Baianwsre（種不明） と して 4334件 の 全 球登録件 数 の うち 1245件 が 日本 経済水域 にお け る観測

日確認）と並び優れ て い る と言えよう。 地球環境の変動

と生息生物を関係つ けた解析に は、時空間情報と生物種

の観測情報が 不可欠で ある 。
こ れ らの情報を同時に得ら

れ る こ とは、OBIS の i青報が環境変動 の 生態系へ の 影響

の継時的追跡や 、 シ ミ ュ レーシ ョ ンな どに再利用するた

め の データ資源 と して 期待で きる と考 え られ た 。

　た だ し、OBISに参加してい るデ
ー

タベ ー
ス 側は、遺

伝子資源
・希少生 物種保護 の 意味 か ら、ア クセ ス に 制限

を設ける こ とも適宜行 っ てい る。 そ こ で、デ
ー

タ利用の

際にはOBISポ
ー

タル から情報を入手して も、それは源

泉デ
ー

タベ ー
ス に あ る全 て の 情報 とは限らない 事に、情

報入手時に 注意す る 必要があ る 。

　 また、OBISポータ ル からWebブ ラ ウ ザを介 して 操作可

能な可視化 ッール ACON お よびKGSmapperは、検索結果

を地図上に確認する ため に 必要な 、 対話的な操作性と表

示速度を備 えて い るが、あ くまで も自動表示ッ
ール で あ

る ため、結果の解釈に つ い て は専門知識に 照 らして行う

必要があろ う。

　OBISの デ
ータ を用い た生態学的 な解析、保全計画へ

の 利用 は、OBIS −SEAMAP （The　Spatial　Ecological　Analysis

of 　Mari皿 e　Megavertebrate　Animal　Population）に よ っ て積

極的にすすめ られ て い る （Halpin　et　al，2006）。 そ の中に

は侵略的外来種 の 管理も重要なテーマ として含まれて い

る 。

　海洋生態系で は、国際貿易、観光事業、バ ラス ト水、ペ ッ

ト貿易 な どの 経路に よ り、 意図しない 外来種の導入が頻

繁 に起こ る （Bax　et　aL 　2003 ；Elliott　2003）。また、漁業、

水産養殖事業な どの 影響も加わ り、沿岸お よび海洋に お

け る 外来種 の 生 態系影響は よ り深刻 な 問題 とな っ て い

る （Elliott　2003；Genovesi　2005）。 こ うした 中、海洋外来

種の影響評価の 基本情報 として、侵入経路 と被侵入域に

おけ る生息拡大 に 関す る全球 デ
ー

タが切望 され て きた 。

そ の ため、GISPで はIUCN の SSC侵入種専 門家グ ル
ー

プ

に よりGlobal　lnvasive　Species　Database、　 GISD（ベ ー
タ版）

が開発された。（http：f！www ．issg．org！database／welcome1 、

2007 年3月20 日確認）。 しか しなが ら、GISD で は侵入種

と認識 された種に つ い て 被侵入域 の 沿岸地名 をデ
ー

タ

ベ ース に登録 して い る に とどまり、生息事例をGISで 解

析する に は、さらに
一

次情報まで さかの ぼ っ て 調査域に

関する空間情報を収集する必要が ある 。

一
方、OBISは

必ずし も侵略的外来種に的を しぼ っ た デ
ー

タ収集を行 っ

てい るわけで は ない が 、 警戒すべ き侵略的外来種の情報
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図 3．a．　OBIS に登録 され た Carcinus　 maenas 、ヨ ーロ ッ パ ミ ドリ ガ ニ に関 する レ コ ード7，7e5件 の 全球

　 マ ッ プ表示 （1件の データ は緯 度 ・経 度 情 報の 誤 りに よ り表示不 可 ）。 図 弓・「の 円 は緯 度 ・
経度 400

　 分 ご との グ リ ッ ドで 集計 さ れ、大 きさは 観測件数を反映 し て い る （図 中の 凡 例 参照）。円 グ ラ フ

　　は、データ の 帰 属 元 に よ り色別 表示 され て い る。本図の 表示 ッ
ー

ル には ACON を使 用 した。本図

　 で 使用 した 1次情報の 提供 元 は次 の とお りで あ る。Atlantic　Resource 　Centre；BenthosSBaltie ，　Belgium；

　 BenticNSECCS ；BenticSBalticNorthsea；biomar；BOFETF ；EAISSNA ；EMAP ；IMERS ；iziko　Crustaceans；

　 microbis ；MIDI ；mv −marineinvertebrates2 ；nbn −GAOOO171；　nbn −GAOOOI73；nbn ＿GAOOO178；nbn ＿GAOGO189；

　 NBN −GAOOOI90 ； nbn ＿GAOOO194 ；nbn ＿GAOOO195 ；nbn −MRCCW900 ； seheldtestuary ；tisbe；National

　 Biodiversity　Network，　UK ，　b．　Carcinus〃maenas ，ヨ
ー

ロ ッ パ ミ ドリガニ が 1901−1950に採集また は観測 さ

　 れた位置。 c．　CaFcinus〃maenas ，ヨ
ー

ロ ッ パ ミ ドリガ ニ が 1901−1960に採 集 また は観測 され た位置。　 d，

　 Careinus　maenas ，ヨ ーロ ッ パ ミ ドリガニ が 1901−1970に採集または観測 された位置。　 e．　CaFcinus　maenas ，
　　ヨ ーロ ッ パ ミ ドリガニ が 19Dl−2003 に採集または観測 され た位 置。
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図 4　0BIS に登録 された Crepidula　fornicate，ネコ ゼ フ ネガ イに関す る 1，773件 の 全球 マ ッ プ。図 中

　 の 円 は緯度 ・経度 400 分 ご と の グ リ ッ ドで 集 計 され、観測 件 数 の 範 囲で 大 きさが 異 な る （図

　 中 の 凡例参 照）。円グ ラ フ は、データの 帰 属元 に よ り色 別 表示 され て い る。観測 地点 毎 の 表示

　 ッ
ー

ル は ACON を使 用 した。本 図 で 使 用 した 1次情 報 の 提 供 元 は次 の とお りで あ る。　ARC ；

　 BenticNSECCS ；BOFETF ；CSBS ；EMAP ；macrobe 】；medobis ；nbn −GAOOOI71 ；nbn ＿GAOOOI78；

　 nbn −GAOOO178；NBN ＿GAOOO190；nbn ＿GAOeO 】94；nbn ＿MRCCW900 ；scheldte

を集約して い るGISP と、 空間時系列情報を保持 して い

るOBIS を補完的 に利用す る こ とに よ り、 侵略的外来種

の 生息域拡大の 歴史を知る上 で重要な情報が得られ る 。

した が っ て、利 用 可 能なデータベ ース を組 み合 わせ る こ

とに よ り、これ らの 情報は モ デ ル を用い た拡大予測の研

究の 視点に貢献する こ とが期待され る 。

　OBIS の 侵略的外来種に 関する デ ータ の 網羅性は参加

デ
ータベ ース の 提供可能な情報量と質に依存するが 、 表

2 に示したように、29種につ い て はすで に OBIS か らダ ウ

ン ロ ード可能で ある 。 こ れ らの 種につ い て の登録件数は

該当す る種毎に 1件か ら数千件 ま で広 くば らつ きは ある

もの の 、 観測年次情報か ら、 種の 導入また は侵入の時期、

侵入経路な ど を知る手が か りと して期待で きよう。た だ

し、日本近海に お ける海洋生物観測の 情報網羅性に つ

い て は 、 表2，3 の 結果 か ら、 未だ十分 とは言い が た い 。

OBIS に参加し て い る デ ータ ベ ース の提供者側が、どの

程度、 侵略的外来種の 監視モ ニ タ リ ン グ を積極的 に実施

して い る か も登録情報数に反映して い る もの と見受けら

れ る 。 この結果は、生物多様性情報の国際共有 に 熱心な

デ ータベ
ー

ス 提供者が 欧米 ・豪 ・イ ン ドな どに多い た め

地域毎に データの バ イア ス が潜在する事を示唆する。日

本 に お け る 海洋生物観測情報に つ い て は 現在 まで に京

都大学 フ ィ
ール ド科学研究教育セ ン ターに事務局をお く

NaGISA （http：〃www ．nagisa ．coml ．org ／index．html、2007年3

月20 日確認）の情報が カ ナ ダ か ら発信さ れ て い る もの

の、OBIS で の 全球に お ける網羅性向上へ の貢献に は至 っ

て い ない
。

　以上 の ように 、 外来種を事例と して も、まだOBIS へ

の 生物情報の 登録状況に は課題が多い と考え られ る が、

今後、 海洋生物調査が進み 、 OBis へ の 情報集積が進め ば 、

外来種問題をは じめ、モ デ ル を用い た生態系予測にお け

る OBIS の利用価値は格段に向上する こ とが期待さ れ る 。

H 本の 調査関係機 関が 連携 し、OBIS へ の 情報 フ ロ ーを

確立 し て、海洋環境情報に お ける10DE の ような持続性

と網羅性のある情報資源構築に向か うこ とが 望 ま れ る。
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